
『
古
事
記
雑
考
』
訓
例
の
根
拠

万
葉
・
書
紀
・
仮
名
書
古
事
記

↓
冨
u
d
◎
忽
ω
o
h
．
、
内
。
霞
皿
、
．
冒
、
．
国
o
U
ま
N
爵
ざ
．
、

千
　
葉
真
　
也
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本
居
宣
長
全
集
第
十
四
巻
に
「
古
事
記
雑
考
」
（
以
下
「
雑
考
」
と
略
す
）

と
称
す
る
稿
本
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
書
名
は
宣
長
自
身
に
よ
る
も
の

だ
が
、
内
容
は
決
し
て
雑
然
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
地
名
、
姓
氏
、
文
法
、

字
法
、
訓
例
、
題
号
、
日
本
紀
ノ
論
、
修
撰
、
古
事
記
上
巻
井
序
、
凡
例
、

道
テ
フ
物
ノ
論
と
、
そ
の
内
容
を
示
す
小
見
出
し
を
書
き
写
し
て
み
る
な
ら

ば
、
こ
の
「
雑
考
」
が
既
に
十
分
、
古
事
記
伝
一
之
巻
、
二
之
巻
を
予
想
さ

せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
全
集
十
四
巻
解
題
の
言
葉
を
借
り
る
と
「
古

事
記
伝
総
論
の
昏
昏
を
な
す
も
の
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
う
る
。
私

は
「
雑
考
」
の
訓
例
の
部
を
中
心
に
い
く
ら
か
の
検
討
を
く
わ
え
、
宣
長
の

古
事
記
訓
読
の
方
法
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
賀
茂
真
淵
の
古

事
記
研
究
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
多
少
の
推
測
を
こ
こ
ろ
み
た
い
と
思
う
。

　
「
雑
考
」
訓
例
の
部
の
初
め
三
分
の
一
ほ
ど
、
全
集
で
言
う
と
二
四
頁
か

ら
三
五
頁
ま
で
は
訓
読
の
方
法
論
に
あ
て
ら
れ
る
。
宣
長
に
お
い
て
訓
読
の

眼
目
は
、
現
に
漢
文
の
形
で
存
在
す
る
古
事
記
を
、
そ
の
本
来
の
形
と
し
て

想
定
さ
れ
る
純
粋
な
古
語
に
復
元
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
と
き
資
料
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
第
一
に
「
古
書
ノ
中
二
、
古
語
ノ
マ
マ
ニ
ノ
セ

タ
ル
所
」
「
続
紀
ナ
ド
ノ
宣
命
」
「
延
喜
式
ノ
八
ノ
巻
ナ
ル
祝
辞
」
「
此
記
ト

書
紀
ト
白
扇
タ
ル
歌
」
の
ご
と
き
「
辞
ノ
ツ
ヅ
キ
サ
マ
、
ス
ベ
テ
此
方
ノ
語

ノ
マ
マ
」
で
あ
る
も
の
、
さ
ら
に
古
語
を
「
ア
マ
ネ
ク
」
お
さ
め
て
い
る
万

葉
集
、
「
此
磁
心
モ
レ
タ
ル
古
語
ノ
、
カ
ノ
訓
ニ
ノ
コ
レ
ル
」
こ
と
の
多
い

日
本
書
紀
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
に
古
事
記
伝
一
等
割
の
書
法
の
部
に
言

う
と
こ
ろ
と
、
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
続
く
三
分
の
二
ほ
ど
、
全
集
で
言
う

と
四
七
頁
ま
で
「
記
中
ニ
ツ
ネ
ニ
用
ヰ
タ
ル
字
ノ
訓
例
」
が
列
挙
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ホ
カ

る
の
も
、
記
伝
で
「
助
字
の
た
ぐ
ひ
、
又
其
余
も
、
常
に
出
る
字
ど
も
」
と
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『古事記雑考』訓例の根拠

し
て
多
く
の
文
字
の
訓
例
が
列
挙
さ
れ
る
の
に
対
応
す
る
。

　
私
は
ま
ず
「
記
中
ニ
ツ
ネ
ニ
用
ヰ
タ
ル
字
ノ
訓
例
」
（
記
伝
で
言
う
通
り
、

漢
文
の
助
字
が
大
半
で
あ
る
）
が
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
よ
る
も
の
で
あ
る

か
、
宣
長
が
資
料
と
し
て
挙
げ
た
も
の
が
、
実
際
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い

る
か
、
確
認
す
る
と
こ
ろ
が
ら
始
め
よ
う
。
と
い
っ
て
も
助
字
の
訓
と
い
う

事
柄
の
性
質
か
ら
万
葉
集
と
日
本
書
紀
の
使
わ
れ
方
を
見
る
こ
と
に
な
る
。

宣
命
と
祝
詞
は
、
い
わ
ゆ
る
宣
命
書
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
漢
文
の

助
字
の
訓
の
決
定
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
く
な
い
と
予
想
さ
れ
る
し
、

「
古
書
ノ
中
二
、
古
語
ノ
マ
マ
ニ
ノ
セ
タ
ル
所
」
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
宣

長
以
前
の
古
事
記
の
刊
本
す
な
わ
ち
寛
永
本
と
延
佳
本
も
考
察
の
対
象
か
ら

除
く
。
ど
ち
ら
に
対
し
て
も
宣
長
は
き
わ
め
て
低
い
評
価
し
か
与
え
て
お
ら

ず
、
し
た
が
っ
て
、
表
立
っ
て
そ
れ
を
用
い
る
こ
と
は
あ
り
そ
う
に
な
い
か

ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
宣
長
が
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
み
て
ど
の

程
度
ま
で
宣
長
の
訓
を
再
現
で
き
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
以
下
、
い
く
つ
か
の
助
字
と
そ
れ
に
対
す
る
訓
、
そ
の
根
拠
と
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
万
葉
集
と
日
本
書
紀
の
用
例
を
示
す
。
万
葉
集
は
寛
永

版
本
、
日
本
書
紀
は
寛
文
版
本
、
と
も
に
当
時
最
も
普
通
に
用
い
ら
れ
た
も

の
に
よ
っ
て
い
る
が
、
野
壷
を
は
じ
め
と
す
る
宣
長
の
著
述
に
引
用
さ
れ
る

の
も
、
お
お
む
ね
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
確
認
で
き
る

は
ず
で
あ
る
。
ま
た
日
本
書
紀
の
訓
は
「
此
記
ニ
モ
レ
タ
ル
古
語
ノ
、
カ
ノ

訓
ニ
ノ
コ
レ
ル
モ
多
ケ
レ
ハ
、
ソ
ノ
中
二
、
古
キ
ト
後
ナ
ル
ト
ヲ
エ
ラ
ヒ
テ

取
ル
ヘ
キ
事
モ
ア
ル
」
も
の
（
「
雑
考
」
、
宣
長
全
集
一
四
巻
三
五
頁
）
、
万

葉
集
は
「
て
に
を
は
の
訓
に
は
、
大
か
た
誤
り
す
く
な
し
」
（
「
詞
の
玉
緒
」
、

宣
長
全
集
五
巻
二
六
三
頁
）
と
さ
れ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
助
字
の
訓
の
根
拠

と
な
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
助
字
と
そ
れ
に
対
す
る
「
雑
考
」

の
訓
、
万
葉
集
、
日
本
書
紀
の
順
に
並
べ
た
。
万
葉
集
は
「
万
」
と
略
し
、

巻
数
と
国
歌
大
観
番
号
（
旧
）
を
漢
数
字
で
示
す
。
日
本
書
紀
は
神
代
巻
に

つ
い
て
は
型
名
と
段
名
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
巻
葉
と
年
時
を
示
し
た
。
「
前
」

「
後
」
は
国
史
大
系
本
の
前
篇
、
後
篇
の
意
味
で
あ
る
。
最
後
の
漢
数
字
は

同
じ
く
国
史
大
系
本
の
頁
数
で
あ
る
。

乃之即信者而耳

　
　
　
　
　
　
　
チ
　
　
テ
ア
マ
ノ
ト
ホ
コ
ヲ

ス
ナ
ハ
チ
　
　
乃
以
二
天
墳
矛
一
（
神
代
上
．
大
八
洲
生
成
　
前
－

　
七
）

　
　
　
　
　
　
チ
ツ
シ
マ
　
シ
マ

ス
ナ
ハ
チ
　
　
即
発
馬
嶋
（
神
代
上
・
大
八
洲
生
成
・
前
－
六
）

　
　
　
ミ
　
ト
ラ
シ
　
ノ
　
ア
ツ
サ
ノ
ユ
ミ
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
メ
ツ
チ
ノ
　
カ
ニ
ナ
レ
リ

ノ
　

御
丸
乃
梓
弓
之
（
万
．
一
－
三
）
　
天
地
之
中
生
ニ

　
ヒ
ト
ツ
モ
ノ

　
一
物
一
（
神
代
上
・
神
代
七
代
．
前
－
一
）

　
　
　
ツ
ル
キ
タ
チ
ミ
　
ニ
ソ
ヘ
ネ
エ
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ッ
ノ
モ
ノ
ナ
レ
リ

ニ
　
剣
刀
後
身
副
不
全
者
（
万
・
ニ
ー
↓
九
四
）
一
物
在
二
於

　
ソ
ラ
ノ
　
カ
ニ

　
虚
中
一
（
神
代
上
・
神
代
七
代
　
前
一
二
）

　
　
　
ソ
ラ
ミ
ツ
ヤ
マ
ト
ノ
ク
ニ
ハ
　
　
　
　
ハ
ン

ハ
　
　
重
藤
津
山
跡
乃
国
者
（
万
．
一
－
一
）
　
月
読
尊
者
可
三
以

　
テ
シ
ラ
ス
　
ア
ヲ
ウ
ナ
ハ
ラ
ノ
シ
ホ
ノ
　
　
ヤ
　
　
ヲ
エ
ヲ

　
治
一
槍
海
原
潮
之
八
百
重
二
等
（
神
代
上
，
四
神
出
生
　
前
－
一

　
八
）

　
　
　
タ
マ
キ
ハ
ル
ウ
チ
ノ
オ
ホ
ノ
　
ニ
ウ
マ
ナ
メ
テ
　
　
　
　
　
　
　

ク
モ
リ
テ

テ
　
　
二
型
廷
内
乃
大
野
爾
馬
宿
而
（
万
・
一
－
四
）
　
漠
津
而

　
フ
ク
メ
リ
　
キ
ザ
シ
ヲ

　
含
レ
牙
（
神
代
上
・
前
－
一
）

ノ
ミ
　
　
・
妙
雌
．
年
黙
思
銘
響
膿
儀
（
万
・
ニ
ー
一
五
七
）
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千葉真也
以故是為難勿亦

　
タ
ダ
シ
ペ
ラ
ク
マ
ウ
キ
ツ
ラ
ク
ノ
ミ

　
只
為
暫
来
　
耳
（
神
代
上
・
瑞
珠
盟
約
　
前
－
二
七
）

　
　
　
　
　
ユ
　
フ
　
ケ
　
ト
ヒ
イ
シ
ウ
ラ
モ
チ
テ

モ
チ
テ
　
　
タ
衙
占
問
石
ト
以
而
（
万
・
三
－
四
二
〇
）

　
　
　
カ
ケ
ロ
フ
ノ
イ
ハ
カ
キ
フ
チ
ノ
カ
ク
レ
ニ
ヘ
フ
ン
テ
　
　
ト
モ
ナ
カ
ナ
　
ハ
　
イ
ハ
シ

テ
　
　
玉
虫
石
垣
淵
之
隠
庭
上
即
死
汝
名
園
不
謂
（
万
・
十
↓
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ニ
ハ
ト
リ
　
　
ン
デ
テ
ア
ハ
ノ
ク
ニ
イ
ン
ベ
ノ
ト
ヲ
ツ
ヲ
ヤ
ア
マ
ノ
ヒ
ワ
ン
ガ
　
ハ

　
ニ
七
〇
〇
）
　
下
枝
懸
一
曲
粟
国
忌
部
遠
祖
天
日
鷲
所

　
テ
ル
　
　
ユ
フ
ヲ

　
作
木
綿
・
（
神
代
上
・
宝
鏡
開
始
前
－
三
七
）

　
　
　
　
　
ヒ
ツ
キ
ノ
ア
マ
ク
ニ
ナ
リ
ヌ
ソ
ノ
ユ
エ
ニ
ミ
コ
ノ
ミ
ヤ
ヒ
ト
ユ
グ
ヘ
シ
ラ
ス
モ

ユ
エ
ニ
　
　
日
月
之
数
多
土
塗
其
故
皇
子
之
宮
人
行
方
不
知
毛
（
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ト
オ
モ
フ
ガ
　
イ
マ
ン
ヲ
ユ
ヘ
ニ
　
ツ
テ

　
・
二
一
一
六
七
）
　

悲
レ
汝
故
来
（
神
代
上
・
四
神
出

　
生
・
前
－
二
一
）

　
　
　
カ
レ
ア
メ
マ
ツ
ナ
ツ
テ
　
　
ツ
チ
ノ
チ
ニ
サ
ダ
マ
ル

カ
レ
故
口
先
成
而
地
後
喜
　
（
神
代
上
・
神
代
七
代
前
1
こ

　
　
　
　
コ
ノ
ヤ
マ
ノ
モ
・
、
、
チ
ノ
シ
タ
／
ハ
＋
　
ヲ
ワ
カ
バ
ッ
，
－
㌔
ニ
ミ
テ
カ
ヘ
ル
コ
ヒ
シ
モ

コ
ノ
　
　
富
山
黄
葉
下
花
　
我
小
端
見
思
恋
　
（
万
・
七
－
一
三

　
　
　
　
　
コ
ノ
タ
ビ
ハ
ヲ
カ
ミ
マ
ツ
ト
ナ
ヘ
テ
ノ
ま
ハ
ク

　
〇
六
）
　
是
行
也
陽
神
先
唱
日
　
（
神
代
上
・
大
八
洲
生
成
・
前

　
－
五
）

　
　
　
コ
レ
ヲ
イ
フ
　
カ
ミ
ヨ
ナ
レ
ヨ
ト
　
　
ノ
ナ
リ

コ
レ
　
是
十
二
神
世
七
代
一
嵩
　
（
神
代
上
。
神
代
七
代
・
前
－
四
）

　
　
　
　
コ
レ
ニ
エ
キ
　
ア
ヲ
ウ
ナ
バ
ラ
ヲ

コ
コ
ニ
　
是
獲
二
槍
十
一
（
神
代
上
．
神
代
七
代
．
前
．
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
サ
パ
　
マ
ス
ラ
ヲ
ヲ
ボ
セ
　
キ
ヨ
キ
コ
し
ロ
ア
リ
ト

オ
モ
フ
．
オ
ボ
ス
　
生
レ
男
為
二
赤
心
一
（
神
代
上
・
瑞

　
珠
盟
約
・
前
－
二
九
）

　
　
　
　
ム
サ
　
フ
ラ
ズ
　
　
　
　
　
ヲ

ズ
　
　
吾
勿
レ
五
二
天
下
一
（
神
功
元
年
三
月
．
前
－
二
五
三
）

　
　
　
　
ヨ
ン
　
エ
　
ヤ
　
ン
　
ウ
ラ
　
へ
　
づ
ク
ト
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ノ
ゴ
ロ
　
ト
ト
モ

ト
モ
　
　
吉
咲
八
十
浦
者
難
無
（
万
．
ニ
ー
一
三
八
）
　
頃
者
人
難
ニ

　
サ
ハ
ニ
マ
ウ
ス

　
多
力
一
（
神
代
上
・
宝
鏡
開
始
．
前
－
三
七
）

　
　
　
　
オ
ホ
ミ
ヤ
　
ハ
　
コ
　
ヒ
　
ト
　
キ
ヶ
ト
モ

ド
モ
　
　
大
宮
者
此
間
等
難
聞
（
万
・
一
－
二
九
）

　
　
　
　
ム
カ
シ
ノ
ヒ
ト
ニ
マ
タ
モ
ア
ハ
メ
　
ヤ
　
モ

マ
タ
　
　
昔
人
二
亦
母
書
目
八
毛
（
万
・
一
－
三
一
）

　
　
　
オ
モ
　
ニ
　
モ
　
　
セ
　
　
ア
レ
　
ニ
　
モ
　
　
セ

モ
　
　
於
レ
幽
界
兄
、
於
レ
吾
亦
兄
（
仁
賢
六
年
九
月
　
前
一
四
一
五
）

欲可将且由相輪彼

ベ
シ
　
　
給
餌
存
島
回
（
万
・
三
－
三
三
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ツ
カ
レ
ヲ
モ
フ
　
ン
タ
カ
ハ
ン
ト
イ
ロ
ハ
ノ
ミ
コ
ト
ノ
ネ
ノ
　
ニ

オ
モ
フ
．
オ
ボ
ス
　
　
早
書
レ
従
二
　
母
養
根
国
一
（
神
代
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
ト
ヲ
ホ
ノ
ノ
　
ミ
マ
サ
ン
ト
　
　
　
ノ
イ
ロ
ト
ヲ

　
．
四
神
出
生
。
前
一
一
八
）
　
螢
石
諾
尊
欲
レ
見
　
二
其
　
妹

　
一
（
神
代
上
．
四
神
出
生
．
前
－
二
〇
）

ソ
。
．
、
⇒
黒
血
．
二
選
知
，
霧
が
解
日
、
都
鰻
．
鰍
レ
鴎
（
神
代

　
上
・
大
八
洲
生
成
・
前
－
七
）

　
　
　
イ
モ
　
カ
　
カ
ト
　
ミ
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
ツ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ
　
レ
ヨ
ケ
ン

ン
　
　
聖
血
門
将
見
（
万
・
ニ
ー
＝
二
一
）
経
津
主
神
是
将
佳
也
（
神

　
代
下
・
天
孫
降
臨
　
前
一
六
二
）

　
　
　
　
ワ
レ
ヲ
オ
キ
テ
マ
タ
ヒ
ト
ハ
ア
ラ
シ

マ
タ
　
　
下
席
乎
於
吉
昼
且
二
等
器
量
良
主
（
万
・
十
八
－
四
〇
九
四
）

　
　
マ
タ
　
ニ
　
テ
　
ナ
キ
イ
サ
ツ
ル
ヲ
　
　
ス
　
ワ
ザ
ト

　
　
且
常
以
二
突
泣
一
品
レ
行
（
神
代
上
・
四
神
出
生
・
前
－
一
〇
）

　
　
　
　
ナ
シ
　
ヨ
シ
　
ノ
ガ
ル
ル
ニ

ヨ
シ
　
　
無
レ
由
二
脱
免
　
（
神
代
上
・
宝
剣
出
現
・
前
－
四
〇
）

　
　
　
　
　
ニ
　
　
マ
コ
ト
エ
ハ
　
　
ユ
ヘ
ゾ

ユ
エ
　
　
常
不
レ
言
何
由
　
（
垂
仁
二
↓
二
年
九
月
・
前
－
一
八
三
）

　
　
　
　
ミ
ユ
ナ
シ
ト
ア
ヒ
ア
ラ
ソ
ヒ
キ
　
　
　
　
　
　
　
フ
タ
ハ
ン
ラ
ノ
カ
ミ
ア
ヒ
カ
ク
テ
ノ

ア
ヒ
　
　
耳
梨
植
芝
謬
競
伎
（
万
・
一
1
＝
二
）
二
神
相
謂
日
（
神

　
席
上
・
大
八
洲
生
成
・
前
－
八
）

　
　
　
　
ウ
マ
ナ
メ
　
テ
　
ア
サ
　
フ
　
マ
　
ス
　
ラ
　
ム
　
ソ
ノ
ク
サ
フ
ケ
　
ノ

ソ
ノ
　
　
丁
数
而
当
布
麻
平
等
六
其
草
深
野
（
万
・
一
一
四
）

　
カ
　
ミ
ア
レ
マ
ス
　
ソ
ノ
ナ
カ
ニ

　
神
聖
生
二
其
中
一
焉
（
神
代
上
。
神
代
七
代
・
前
一
こ

　
　
　
　
カ
ノ
ミ
カ
ノ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
カ
ミ
バ

カ
ノ
　
　
其
事
速
日
神
　
　
（
神
代
上
・
四
神
出
生
・
前
－
一
四
）

　
　
　
　
ソ
ノ
ナ
ミ
ノ
イ
ヤ
ン
ク
シ
ク
ニ

ソ
ノ
　
　
彼
浪
乃
伊
夜
敷
布
二
（
万
・
＝
ニ
ー
三
二
四
三
）

　
ソ
ノ
イ
ツ
ハ
シ
ラ
ノ
ピ
コ
カ
ミ
ハ
　
コ
ト
ノ
ヨ
ク
ニ
コ
レ
ア
ガ
コ
ナ
リ

　
彼
五
男
神
　
悉
是
穿
下
　
（
神
代
上
・
三
珠
盟
約
・
前
－

　
二
六
）

　
　
　
　
ソ
ノ
カ
ノ
ハ
レ
　
モ
　
ワ
レ
　
ヲ
　
マ
タ
　
ム
　
ソ

カ
ノ
　
　
其
彼
母
毛
見
乎
将
待
曽
（
万
・
三
－
三
三
七
）

　
ヵ
ノ
　
ノ
　
ミ
カ
タ

　
彼
神
之
象
（
神
代
上
・
宝
鏡
開
始
・
前
－
三
四
）
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無漏到至　立
見

　
　
　
コ
レ
ロ
ア
ラ
ナ
ム
カ
ク
サ
フ
ヘ
シ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ノ
　
ヲ

ヤ
　
　
情
有
望
畝
彫
心
佐
野
倍
思
哉
（
万
・
一
－
一
八
）
　
使
レ
人

　
ハ
ラ
マ
セ
ン
　
ヤ

　
有
婦
者
哉
（
神
代
下
・
天
孫
降
臨
・
前
－
七
九
）

　
　
　
イ
カ
ン
ゾ
タ
ヲ
ヤ
メ
ノ
　
　
ソ
テ
サ
イ
グ
ツ
　
コ
ト
　
ヤ

ヤ
　
　
如
何
婦
人
反
先
レ
言
意
（
神
代
上
・
大
八
洲
生
成
・
前

　
－
五
）

　
　
　
タ
ヲ
ヤ
メ
ノ
コ
ト
ソ
レ
　
デ
ニ
ツ
ア
ゲ
タ
レ
バ
カ

カ
　
　
婦
人
之
辞
其
已
先
揚
乎
（
神
代
上
・
大
八
洲
生
成
・
前
1
七
）

　
　
　
ミ
ッ
ノ
サ
キ
ナ
ミ
ヲ
カ
シ
コ
ミ

ヲ
　
三
内
面
波
　
恐
（
万
・
三
－
二
四
九
）

　
　
　
　
ク
ロ
カ
ミ
ニ
シ
ラ
カ
マ
ン
ハ
リ
オ
ユ
ル
マ
デ

マ
デ
　
　
黒
髪
二
白
髪
交
秀
逸
（
万
・
四
－
五
六
三
）

　
　
　
　
　
オ
モ
ハ
ス
　
ニ
　
イ
タ
ラ
ハ
イ
モ
カ
ウ
　
　
　
ヨ
ト

イ
タ
ル
　
　
不
念
丹
石
壁
妹
之
歓
三
跡
（
万
・
＝
1
二
五
四
六
）

ユ
ク
灘
．
煮
．
碧
二
天
，
香
旦
（
神
武
即
位
前
戊
午
年
九
月
・
前

　
－
一
二
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ノ
　
ニ
ヲ
ハ
ス

ヲ
ハ
リ
テ
　
　
丈
六
仏
像
並
造
立
見
（
推
古
一
四
年
四
月
・
後
－
一

　
四
六
）

　
　
　
　
　
　
ノ
モ
フ
コ
ト
ヲ
ハ
テ
タ
チ
マ
チ
ニ
　
　
　
　
　
ヘ

ヲ
ハ
リ
テ
　
　
言
詑
忽
然
不
レ
見
　
（
神
代
上
・
四
神
出
生
・
前

　
－
二
〇
）

　
以
上
は
「
雑
考
」
に
挙
げ
ら
れ
た
助
字
の
訓
の
中
で
万
葉
集
と
日
本
書
紀

の
、
当
時
も
っ
と
も
あ
り
ふ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
根
拠
を
求
め
う
る
も
の
、
す

な
わ
ち
宣
長
の
言
葉
通
り
の
資
料
に
よ
っ
て
訓
を
獲
得
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
古
事
記
伝
一
之
巻
の
訓
法
の
部
に
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
、

「
平
安
初
期
の
訓
点
本
の
訓
法
と
一
致
す
る
」
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

（
1
）

だ
が
、
宣
長
の
訓
の
す
べ
て
が
万
葉
集
や
日
本
書
紀
の
訓
に
よ
っ
て
う
ら

づ
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
も
と
も
と
万
葉
集
は
歌
の
集
で
あ
り
、

散
文
の
語
彙
を
漏
れ
な
く
含
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
書
紀
は
そ
の

点
で
　
　
散
文
で
あ
る
と
い
う
一
点
で
一
万
葉
集
に
な
い
利
点
を
持
っ
て

い
る
け
れ
ど
も
、
格
の
正
し
い
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
純
然
た
る
古

語
を
求
め
よ
う
と
す
る
宣
長
に
と
っ
て
は
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
こ
と
の
む
ず

か
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
の
と
き
、
訓
読
し
よ
う
と
す
る
対
象
の
古
事
記

そ
の
も
の
を
根
拠
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
態
も
生
じ
て
く
る
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
よ
う
な
例
を
我
々
は
爾
や
及
の
訓
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

二
つ
の
文
字
の
訓
に
つ
い
て
宣
長
自
身
が
述
べ
る
と
こ
ろ
を
、
「
雑
考
」
と

同
趣
で
～
よ
り
整
備
さ
れ
て
い
る
記
伝
か
ら
引
い
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
ノ
サ
マ
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ト
ツ
ヅ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ジ
メ

　
　
抑
此
記
の
文
法
、
す
べ
て
一
連
の
語
終
り
て
、
次
の
語
の
首
に
は
、

　
　
　
　
　
　
コ
コ
ニ
　
　
　
　
　
カ
レ
　
　
　
　
　
　
コ
コ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ツ

　
　
か
な
ら
ず
於
是
と
も
、
故
と
も
、
爾
と
も
い
へ
る
、
此
三
の
辞
を
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
で
キ
ホ
ヒ

　
　
ひ
た
る
さ
ま
を
考
へ
合
す
る
に
、
た
冥
其
処
の
語
の
勢
に
随
ひ
、

　
　
ン
ラ
ペ
　
　
マ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト

　
　
調
に
任
せ
て
置
る
の
み
に
し
て
、
必
し
も
各
異
な
る
意
の
あ
る
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
レ
コ
コ
ニ
　
　
　
　
　
カ
レ
コ
コ
ニ
　
　
　
　
　
カ
サ

　
　
あ
ら
ず
、
さ
れ
ば
ま
た
故
爾
と
も
、
故
於
是
と
も
、
重
ね
て
も
置
る
、

　
　
ソ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
コ
コ
ニ

　
　
其
も
同
じ
こ
と
な
り
、
但
し
右
の
三
の
う
ち
、
爾
志
は
、
於
是
と
あ

　
　
　
　
　
　
　
イ
キ
ホ
ヒ

　
　
る
処
と
同
じ
主
な
る
処
に
多
く
、
ま
た
故
爾
と
重
ね
た
る
は
多
く
あ

　
　
れ
ど
も
、
爾
於
是
と
重
ね
た
る
処
は
無
し
、
こ
れ
ら
を
思
へ
ば
、
み
な

　
　
コ
コ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
レ
　
　
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
黒
々
爾
と
訓
べ
く
し
て
、
迦
礼
と
は
訓
ま
じ
き
が
如
し
、

充
分
に
明
瞭
な
文
章
で
あ
る
が
、
屋
上
屋
を
重
ね
て
私
な
り
に
言
い
直
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
イ
キ
ホ
ヒ

み
る
。
ま
ず
、
故
、
於
是
、
爾
の
三
つ
の
文
字
は
「
其
処
の
語
の
勢
に
随

　
　
シ
ラ
ベ
　
　
マ
カ

ひ
、
調
に
任
せ
て
置
る
の
み
」
で
、
こ
と
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
わ
け

21120



千葉真也

で
は
な
い
。
故
は
カ
レ
、
於
是
は
コ
コ
ニ
と
訓
ま
れ
る
の
で
、
爾
の
訓
も
カ

レ
か
コ
コ
ニ
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
唐
詩
と
重
ね
て
用

い
た
例
が
多
く
あ
る
（
二
八
箇
所
を
数
え
る
）
の
で
、
爾
は
カ
レ
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
コ
コ
ニ
と
い
う
訓
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
爾
が
カ

レ
で
あ
る
と
す
る
と
、
聖
業
是
（
カ
レ
コ
コ
ニ
）
が
（
二
例
）
あ
る
よ
う
に

爾
於
是
と
い
う
形
も
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
例
も
無
い
。

し
た
が
っ
て
爾
が
カ
レ
と
訓
ま
れ
る
可
能
性
は
乏
し
い
。
お
そ
ら
く
こ
の
よ

う
な
筋
道
で
爾
1
ー
コ
コ
ニ
と
考
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
最
近
の
訓
読

で
は
爾
を
コ
コ
ニ
と
訓
む
こ
と
を
し
な
い
が
、
宣
長
の
議
論
の
筋
は
分
り
や

す
い
。
同
じ
よ
う
な
議
論
が
及
に
つ
い
て
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
と

し
て
得
ら
れ
た
マ
タ
と
い
う
訓
は
、
爾
（
コ
コ
ニ
）
よ
り
も
寿
命
が
長
く
、

現
在
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
記
伝
の
記
述
を
引
用
す
る
だ
け
に
し

て
お
く
。

　
　
　
マ
タ
　
　

ユ
エ
　
　
　
ガ
　
　
　
ノ
ヤ
ノ

　
　
抑
麻
多
と
訓
べ
き
所
由
は
、
天
若
日
子
老
父
天
津
国
玉
神
及
其
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
子
（
傍
点
千
葉
、
以
下
同
じ
）
と
あ
り
て
、
又
次
に
は
、
天
若
日
子

　
　
　
　
ヘ
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ハ
ラ

　
　
之
父
亦
手
妻
と
あ
る
、
音
字
と
亦
字
と
、
用
ひ
ざ
ま
全
同
じ
、
ま

　
　
　
ヤ
サ
カ
ノ
マ
ガ
タ
マ
　
　
　
ね
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ヘ
　
ワ
　
ヶ

　
　
た
八
尺
半
歩
鏡
及
李
下
藝
剣
亦
常
世
恩
金
神
、
ま
た
国
造
亦
和
気

　
　
め
イ
ナ
キ
　
　
　
　

ヒ
ト
　
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
サ

　
　
及
稲
置
な
ど
x
、
一
連
の
内
に
、
及
と
亦
と
を
重
ね
て
も
云
る
、
只

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
　
　
　
　
ヨ
　

　
　
同
じ
用
ひ
ざ
ま
な
る
を
以
て
知
べ
し
、

二

「
雑
考
」
に
お
け
る
助
字
の
訓
は
か
な
り
の
部
分
が
万
葉
集
と
日
本
書
紀

の
刊
本
の
訓
に
よ
り
、
い
く
分
か
は
古
事
記
の
表
現
そ
の
も
の
を
根
拠
と
す

る
。
こ
れ
が
今
の
と
こ
ろ
私
の
確
認
し
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
宣
長
の
示
し

た
手
だ
て
に
よ
っ
て
、
彼
の
到
達
し
た
結
果
に
我
々
も
到
達
し
う
る
と
い
う

こ
と
で
も
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
で
す
べ
て
が
尽
く
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

も
う
一
つ
、
宣
長
自
身
が
記
伝
の
中
で
始
終
言
及
す
る
賀
茂
真
淵
の
古
事
記

研
究
を
も
我
々
は
勘
定
に
入
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
乃
、
即
、
及
、
各
な
ど
に
対
す
る
訓
が
そ
の
例
で
あ
る
。
ま
ず
「
雑
考
」

の
記
述
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
　
囲
此
字
ハ
ス
ナ
ハ
チ
ト
訓
ム
ヘ
シ
、
又
ヤ
ガ
テ
ト
訓
テ
モ
ヨ
キ
処
ア

　
　
リ
．
㍉
）

　
　
圃
コ
レ
モ
乃
ト
同
シ
心
需
用
ヒ
タ
．
児

　
　
　
ナ
ニ
　
　
ナ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
國
翠
蓋
某
ト
ア
ル
及
字
、
漢
文
ノ
格
式
テ
多
ク
用
ヰ
タ
レ
ド
、
コ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
ヲ
ヲ
ヨ
ビ
ト
ヨ
ミ
テ
ハ
、
全
ク
此
方
ノ
語
ニ
ア
ラ
ズ
、
巡
回
ヲ
訓
ム

　
　
ニ
サ
マ
く
ノ
異
ア
リ
、
締
結
ミ
ナ
同
シ
事
ナ
レ
ド
モ
、
ソ
コ
ノ
語
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
勢
ニ
ヨ
リ
テ
訓
カ
ハ
ル
ヘ
シ
、
マ
タ
ト
訓
ム
ヘ
キ
処
ア
リ
、
ト
ト
ヨ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
ヘ
キ
処
ア
リ
、
ハ
タ
ト
モ
ヨ
ム
ベ
キ
ア
リ
、
下
ヨ
リ
返
テ
モ
ト
モ
ヨ
ム

　
　
ベ
キ
ア
リ
、
捨
テ
ヨ
ム
マ
ジ
キ
モ
ア
リ
、
ナ
ホ
ソ
ノ
処
々
二
云
ベ
シ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
サ
レ
ド
イ
ヅ
レ
モ
マ
タ
ト
訓
メ
ハ
タ
ガ
フ
事
ナ
シ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
匿
コ
レ
モ
用
ヰ
ザ
マ
、
漢
文
メ
ケ
ル
処
多
シ
、
ミ
ナ
ト
訓
テ
ヨ
キ
処
モ

　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
ア
リ
、
カ
タ
ミ
ニ
ト
ヨ
ミ
テ
ヨ
キ
モ
ア
リ
、
又
オ
ノ
く
ニ
テ
カ
ナ
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
　
ノ
　
モ
　
ォ
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

　
　
ル
処
モ
ア
リ
、
コ
レ
ラ
続
紀
二
【
廿
六
ノ
十
一
ヲ
】
於
乃
毛
々
々
々
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ア
リ
、
古
語
也
、
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乃
と
即
に
対
す
る
ヤ
ガ
テ
、
及
に
対
す
る
ト
と
モ
、
各
に
対
す
る
カ
タ
ミ
ニ

な
ど
の
訓
は
、
万
葉
集
や
日
本
書
紀
の
刊
本
に
は
例
が
無
く
、
古
事
記
の
二

種
の
刊
本
に
も
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
が
真
淵
に
よ
る
古
事
記
訓

読
、
具
体
的
に
は
多
和
文
庫
所
蔵
の
真
淵
書
入
本
古
事
記
（
以
下
「
書
入
本
」

と
略
す
）
や
本
居
宣
長
記
念
館
に
宣
長
の
手
に
な
る
写
本
が
残
さ
れ
て
い
て
、

確
実
に
宣
長
が
参
照
し
た
と
言
い
う
る
、
い
わ
ゆ
る
仮
名
書
古
事
記
の
中
に

は
、
か
な
り
の
数
の
用
例
が
存
在
す
る
。

　
真
淵
の
古
事
記
研
究
は
、
宣
長
に
お
け
る
古
事
記
伝
の
よ
う
な
形
で
ま
と

め
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
か
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の

う
え
、
「
よ
の
か
ぎ
り
も
は
ら
万
葉
に
ち
か
ら
を
つ
く
さ
れ
し
ほ
ど
に
、
古

事
記
書
紀
に
い
た
り
て
は
、
そ
の
か
む
か
へ
、
い
ま
だ
あ
ま
ね
く
深
く
は
ゆ

き
わ
た
ら
ず
、
く
は
し
か
ら
ぬ
事
ど
も
も
お
ほ
し
、
」
（
玉
勝
間
・
二
・
「
お

の
れ
あ
が
た
み
の
大
人
の
教
を
う
け
し
や
う
」
）
と
い
う
言
葉
を
宣
長
が
残

し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
で
あ
ろ
う
、
宣
長
に
対
す
る
影
響
す
ら
、
さ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ネ
　
　
　
　
　
　
　
ツ
バ
ラ
カ
　
　
　
　
へ

重
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
も
な
い
。
だ
が
「
主
と
古
語
を
委
曲
に
考
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

訓
を
重
く
す
べ
き
」
書
物
で
古
事
記
が
あ
る
な
ら
ば
、
「
先
本
文
を
よ
く
訓

候
て
後
、
意
は
国
有
べ
き
事
」
（
明
和
四
年
十
一
月
十
八
日
付
け
の
宣
長
宛

書
簡
）
と
い
う
認
識
の
も
と
、
訓
読
に
努
力
を
傾
注
し
た
真
淵
の
営
為
の
意

味
は
決
し
て
軽
視
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
さ
ら
に
後
述
す
る
よ
う
に
「
雑

考
」
は
真
淵
の
研
究
成
果
を
参
照
し
た
可
能
性
が
高
く
、
さ
し
あ
た
っ
て
問

題
と
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
助
字
の
訓
も
真
淵
に
よ
っ
た
と
考
え
る
の
が
最

も
穏
当
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
古
事
記
伝
総
論
の
骨
賂
」
に
真
淵
の
寄
与
を

考
え
る
べ
き
こ
と
と
な
る
。

　
当
面
の
問
題
に
も
ど
ろ
う
。
真
淵
が
乃
や
即
や
及
や
各
を
ど
の
よ
う
に
訓

ん
だ
か
、
確
認
し
て
お
こ
う
。
宣
長
の
訓
も
記
伝
に
よ
っ
て
、
で
き
る
だ
け

比
較
の
対
象
と
す
る
。

　
乃
は
古
事
記
上
巻
で
二
二
箇
所
、
中
巻
で
一
六
箇
所
、
下
巻
で
一
三
箇
所

の
総
計
五
一
箇
所
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
上
巻
の
訓
読
を
記
し
た
仮
名
書
古

　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ぬ
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
へ

事
記
は
三
箇
所
を
や
が
て
、
＝
箇
所
を
す
な
は
ち
、
そ
の
と
き
が
一
箇
所
、

そ
の
ほ
か
は
訓
読
し
な
い
。
書
入
本
は
全
体
で
五
箇
所
を
ヤ
ガ
テ
、
ス
ナ
ハ

チ
と
す
る
の
が
十
箇
所
、
ほ
か
は
訓
を
示
さ
な
い
。
宣
長
は
大
半
を
ス
ナ
ハ

チ
と
訓
み
、
ヤ
ガ
テ
と
す
る
の
は
鳥
居
全
体
で
一
箇
所
に
す
ぎ
な
い
。
記
伝

の
方
の
訓
法
の
部
で
は
乃
を
ス
ナ
ハ
チ
と
し
か
訓
ん
で
い
な
い
の
が
思
い
お

こ
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ほ
か
に
カ
ク
テ
、
カ
レ
、
カ
ク
シ
テ
な
ど
が
一

箇
所
ず
つ
で
あ
る
。
記
伝
で
た
だ
一
箇
所
ヤ
ガ
テ
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

仮
名
書
古
事
記
の
方
で
も
そ
う
な
っ
て
い
る
の
で
、
書
入
本
を
も
あ
わ
せ
て

三
種
を
掲
出
し
よ
う
。
記
伝
は
カ
ッ
コ
内
に
刊
本
の
巻
数
と
丁
数
を
は
じ
め

に
、
次
に
宣
長
全
集
の
巻
数
と
早
追
を
示
し
た
。
仮
名
書
古
事
記
（
仮
）
と
、

書
入
本
（
書
）
に
つ
い
て
は
や
は
り
カ
ッ
コ
内
に
真
淵
全
集
の
巻
数
と
頁
数

を
示
し
て
い
る
。

　
　
カ
レ
ア
メ
ノ
ホ
ヒ
ノ
カ
ミ
ヲ
ツ
カ
ハ
シ
ツ
レ
バ
　
ヤ
ガ
テ
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ
ニ
コ
ビ
ツ
キ
テ

　
　
故
遣
天
菩
二
神
者
。
乃
媚
附
大
国
主
神
。
（
記
伝
＝
ニ
ノ
ニ

　
　
一
〇
1
四
一
）

　
　
　
ツ
カ
ハ
シ
モ
ヘ
ハ
　
　
　
メ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
オ
モ
ネ
リ
ツ
キ
テ

　
　
故
遣
　

二
天
菩
比
神
一
者
、
乃
媚
二
面
大
国
主
神
一
、
（
書
二

　
　
六
－
七
一
）
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千葉真也
　
　
故
天
の
ほ
ひ
の
神
を
つ
か
は
し
給
へ
ば
、
や
が
て
大
国
主
の
神
に
お
も

　
　
ね
り
つ
き
て
、
（
仮
　
一
七
－
一
〇
二
）

書
入
本
で
乃
の
右
傍
に
つ
け
ら
れ
た
白
丸
は
訓
読
し
な
い
こ
と
を
あ
ら
わ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
へ

符
号
、
し
た
が
っ
て
仮
名
書
古
事
記
か
ら
や
が
て
を
除
く
と
書
入
本
の
訓
に

な
る
。

　
真
淵
が
乃
を
ヤ
ガ
テ
と
訓
む
の
は
こ
こ
だ
け
で
は
な
い
が
、
す
べ
て
挙
げ

て
い
て
は
紙
面
を
浪
費
す
る
。
用
例
の
数
を
示
す
こ
と
を
主
眼
と
し
、
実
例

は
一
箇
所
だ
け
を
掲
げ
る
に
と
ど
め
る
。
即
、
及
、
各
の
場
合
も
同
様
で
あ

る
。　

助
字
と
し
て
の
即
は
古
事
記
全
体
で
は
一
二
九
箇
所
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

内
訳
は
序
文
四
、
上
巻
三
四
、
中
巻
六
一
、
下
巻
三
〇
で
あ
る
。
宣
長
は
上

巻
で
四
箇
所
、
即
を
ヤ
ガ
テ
と
訓
む
が
、
ほ
か
は
中
巻
で
一
箇
所
を
ヤ
ガ
テ

と
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
大
半
は
ス
ナ
ハ
チ
と
訓
読
さ
れ
、
カ
レ
、
カ
ク
テ
、

カ
レ
コ
コ
ニ
な
ど
の
訓
が
時
に
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
真
淵
は
書
入

本
で
一
九
箇
所
（
上
巻
＝
、
中
巻
四
、
下
巻
四
）
、
仮
名
書
古
事
記
で
五

箇
所
、
即
に
対
し
て
ヤ
ガ
テ
と
い
う
訓
を
付
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
は
ス
ナ

ハ
チ
と
も
訓
ま
れ
る
が
、
書
入
本
で
は
訓
を
示
さ
ぬ
と
こ
ろ
が
、
先
の
乃
同

様
に
多
い
。
次
の
例
で
は
記
伝
も
真
淵
の
二
種
の
訓
も
す
べ
て
即
を
ヤ
ガ
テ

と
訓
ん
で
い
る
が
、
三
者
が
一
致
す
る
の
は
こ
れ
ぐ
ら
い
で
あ
っ
て
、
記
聞

で
ヤ
ガ
テ
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
真
淵
は
ス
ナ
ハ
チ
と
窪
む
例
も
あ
る
。

　
　
ヤ
ガ
テ
　
ヨ
モ
ツ
シ
コ
メ
ヲ
ツ
カ
ハ
シ
テ
オ
ハ
シ
メ
キ

　
　
即
遣
予
輩
都
志
許
売
損
追
。
　
（
記
伝
六
ノ
一
六
　
九
－
二
四
七
）

　
　
ヤ
ガ
テ
ツ
カ
ハ
ン
テ
ヨ
　
モ
　
ツ
　
ン
　
コ
　
メ
ヲ
オ
ハ
セ
　
モ
フ

　
　
即
遣
二
　
予
母
都
志
許
売
一
令
レ
追
、
（
書
　
二
六
－
二
三
）

　
　
や
が
て
よ
も
つ
し
こ
め
を
つ
か
は
し
て
お
は
せ
給
ふ
、
（
仮
　
一
七
－

　
　
七
八
）

　
及
は
古
事
記
全
体
で
は
三
八
箇
所
で
使
用
さ
れ
る
。
内
訳
は
序
文
二
、
上

巻
十
、
中
巻
一
九
、
下
巻
七
で
あ
る
。
宣
長
は
上
巻
の
二
箇
所
を
モ
、
中
巻

の
二
箇
所
を
ト
、
一
箇
所
を
モ
と
訓
む
。
そ
れ
以
外
に
は
マ
タ
が
一
一
一
箇
所
、

マ
デ
が
二
箇
所
、
訓
読
し
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
真
淵
の
書
入
本
上
巻
で
は

ト
ま
た
は
ト
ト
モ
ニ
が
五
箇
所
、
モ
が
二
箇
所
、
マ
デ
が
二
箇
所
、
ラ
（
複

数
を
あ
ら
わ
す
接
尾
語
）
が
一
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。
仮
名
書
古
事
記
も
ま

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

っ
た
く
同
じ
に
、
と
ま
た
は
と
と
も
に
が
五
箇
所
、
も
が
二
箇
所
、
ま
で
が

　
　
　
　
も

二
箇
所
、
ら
が
一
箇
所
あ
っ
て
、
書
入
本
、
仮
名
書
古
事
記
と
も
十
箇
所
ほ

ど
の
用
例
に
対
し
て
多
様
な
訓
を
与
え
て
い
る
。
書
入
本
の
中
巻
と
下
巻
は

ト
が
過
半
を
占
め
（
中
巻
一
五
、
下
巻
三
）
、
そ
の
ほ
か
は
マ
デ
が
五
箇
所

あ
る
の
が
目
立
つ
程
度
で
あ
る
。
序
文
に
つ
い
て
は
宣
長
は
漢
文
訓
読
風
の

オ
ヨ
ビ
と
い
う
訓
を
つ
け
て
お
り
、
彼
の
序
に
対
す
る
意
識
を
う
か
が
わ
せ

る
。
例
に
よ
っ
て
ト
と
モ
と
の
実
例
を
一
箇
所
ず
つ
示
す
が
、
記
伝
に
お
け

る
ト
の
例
は
上
巻
に
相
当
す
る
部
分
に
は
存
在
し
な
い
の
で
、
そ
こ
で
は
仮

名
書
古
事
記
の
例
は
欠
く
こ
と
と
な
る
。
ま
ず
ト
の
例
。
r

　
　
マ
タ
ハ
シ
ト
ヒ
ラ
デ
ヲ
サ
ハ
ニ
ツ
ク
リ
テ

　
　
亦
箸
及
比
翼
壁
多
作
。
　
（
虚
伝
三
〇
ノ
四
六
　
二
一
三
六
八
）

　
　
　
ハ
シ
ト
ヒ
ラ
テ
ヲ
サ
ハ
ニ
ツ
ク
テ

　
　
亦
箸
髪
飾
羅
伝
多
作
、
　
（
書
　
二
六
－
一
八
○
）

次
に
モ
の
例
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
テ
リ
ア
カ
リ
キ

　
　
タ
カ
マ
ノ
ハ
ラ
モ
ア
シ
ハ
ラ
ノ
ナ
カ
ツ
ク
ニ
モ

　
　
高
天
原
及
葦
原
中
国
。
自
得
照
明
。
（
記
伝
八
ノ
六
二
　
九
－
三

　
　
七
八
）
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『古事記雑考』訓例の根拠

　
　
　
　
　
パ
ラ
む
　
　
　
　
ノ
　
　
ク
ニ
モ
オ
ノ
ツ
カ
ラ
カ
ゴ
ヤ
キ
エ

　
　
高
－
天
一
原
及
葦
原
中
国
自
得
照
明
、
　
（
書
　
二
六
－
四
二
）

　
　
高
天
原
あ
し
原
の
中
つ
国
も
お
の
つ
か
ら
か
ゴ
や
き
き
、
（
仮
　
一
七

　
　
－
八
七
）

　
各
は
古
事
記
全
体
で
は
一
九
箇
所
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
内
訳
は
上
巻
十
、

中
巻
五
、
下
巻
四
で
あ
る
。
宣
長
は
上
巻
と
下
巻
の
一
箇
所
ず
つ
で
カ
タ
ミ

ニ
と
訓
み
、
オ
ノ
オ
ノ
ま
た
は
オ
ノ
モ
オ
ノ
モ
と
訓
む
の
が
一
三
箇
所
、
ほ

か
に
ア
ヒ
が
二
箇
所
、
ミ
ナ
も
一
箇
所
、
訓
読
し
な
い
と
こ
ろ
が
一
箇
所
と

な
っ
て
い
る
。
書
入
本
上
巻
に
は
カ
タ
ミ
ニ
が
四
例
あ
り
、
オ
ノ
ォ
ノ
、
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
カ
　
　
カ

ノ
ガ
ジ
シ
、
ミ
ナ
な
ど
の
訓
も
あ
る
。
仮
名
書
古
事
記
は
、
か
た
み
に
と
訓

　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

む
の
が
六
箇
所
、
お
の
お
の
と
訓
む
の
が
二
箇
所
、
み
な
と
訓
む
の
が
一
箇

所
、
古
事
記
の
原
文
で
割
注
と
な
っ
て
い
る
中
に
一
つ
各
が
使
わ
れ
て
い
る

が
、
仮
名
書
古
事
記
は
割
注
を
亡
ん
で
い
な
い
の
で
、
当
然
、
各
の
訓
は
な

い
。
書
入
本
の
中
巻
と
下
巻
は
、
下
巻
で
二
箇
所
カ
タ
ミ
ニ
と
訓
み
、
三
箇

所
（
中
巻
］
、
下
巻
二
）
で
オ
ノ
オ
ノ
と
す
る
が
、
付
馬
し
な
い
と
こ
ろ
が

四
箇
所
み
と
め
ら
れ
る
。
真
淵
に
お
い
て
は
、
占
卜
ミ
ニ
は
各
と
い
う
文
字

の
代
表
的
な
訓
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
各
に
つ
い
て
も
一
つ

実
例
を
示
そ
う
。

　
　
ソ
ノ
イ
ロ
セ
ホ
デ
リ
ノ
ミ
コ
ト
ニ
　
　
カ
タ
ミ
ニ
サ
チ
ヲ
カ
ヘ
テ
モ
チ
ヒ
テ
ム
ト
イ
ヒ
テ

　
　
謂
其
兄
火
照
命
。
各
相
易
佐
知
欲
用
。
（
記
号
一
七
ノ
一
　
一

　
　
〇
1
二
三
五
）

　
　
ノ
タ
マ
ヒ
テ
　
　
ノ
イ
ロ
セ
　
　
　
　
　
ノ
　
ニ
カ
ヨ
ミ
ニ
　
　
サ
チ
　
カ
　
　
テ
モ
タ
ラ
ン
ト

　
　
謂
下
其
兄
火
－
照
命
各
相
易
二
佐
知
一
用
ヒ
、
（
書
　
二
六
－
九

　
　
一
）

　
　
謡
い
う
せ
ほ
の
て
り
の
命
に
か
た
み
に
さ
ち
が
へ
し
て
も
た
ら
ん
と
の

た
ま
ひ
て
（
仮
　
一
七
－
一
一
三
）

三

　
乃
と
即
に
対
す
る
ヤ
ガ
テ
、
及
に
対
す
る
ト
、
モ
、
各
に
対
す
る
カ
タ
ミ

ニ
な
ど
の
訓
が
既
に
真
淵
の
古
事
記
訓
読
の
中
に
存
在
す
る
こ
と
は
、
一
応
、

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
一
つ
問
題
が
あ
る
。
宣
長
が
真
淵
に

よ
る
古
事
記
研
究
の
成
果
を
借
覧
し
え
た
の
は
明
和
五
年
三
月
以
後
と
推
定

　
　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
て
い
る
。
も
う
少
し
詳
し
く
言
う
と
、
は
じ
め
に
上
巻
の
訓
読
だ
け
を

記
し
た
も
の
、
す
な
わ
ち
「
そ
の
上
つ
巻
を
ば
、
考
へ
給
へ
る
古
言
を
も
て
、

仮
字
が
き
に
し
給
へ
る
」
と
玉
勝
間
二
の
巻
「
お
の
れ
あ
が
た
み
の
大
人
の

教
を
う
け
し
ゃ
う
」
に
述
べ
た
も
の
を
借
り
受
け
、
つ
い
で
同
じ
く
玉
勝
間

　
　
　
ツ
　
　
　
　
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
　
ン

で
「
中
巻
下
巻
は
、
か
た
は
ら
の
訓
を
改
め
、
所
々
書
入
な
ど
を
も
、

手
つ
か
ら
し
給
へ
る
本
」
と
述
べ
た
も
の
を
借
り
得
て
い
る
。
上
巻
の
訓
読

だ
け
を
記
し
た
本
は
宣
長
自
身
に
よ
っ
て
筆
写
さ
れ
、
そ
の
宣
長
筆
写
本
が

本
居
宣
長
記
念
館
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
真
淵
の
全
集
に
仮
名
書
古
事
記
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
収
録
さ
れ
、
「
古
事
記
上
巻
真
淵
訓
」
、
「
仮
名
古
事
記
」
、

「
古
事
記
神
代
」
な
ど
の
名
称
で
も
知
ら
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
一

方
、
中
巻
と
下
巻
の
書
入
本
に
つ
い
て
は
「
今
そ
れ
と
確
認
さ
れ
る
も
の
は

見
出
さ
れ
て
い
な
い
」
（
真
淵
全
集
一
七
巻
＝
二
〇
頁
　
仮
名
書
古
事
記
解

説
）
状
態
で
あ
り
、
記
伝
に
「
師
説
」
と
し
て
引
用
す
る
と
こ
ろ
が
ら
内
容

を
推
測
す
る
ほ
か
は
な
い
。
大
体
は
、
多
和
文
庫
所
蔵
の
、
寛
永
版
本
へ
の
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千葉真也
書
入
醸
す
な
わ
ち
本
稿
で
書
入
本
と
し
て
引
用
し
た
も
の
と
一
致
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
リ
　

が
、
見
す
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
差
異
も
あ
る
。
結
局
は
「
師
説
」
に
よ
る

の
が
最
も
確
実
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
今
は
宣
長
の
借
覧
し
た
書
入
本

の
性
格
な
ど
に
深
く
立
ち
入
る
準
備
も
な
い
。
と
も
か
く
、
お
お
む
ね
か
く

の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
仮
名
書
古
事
記
と
書
入
本
と
を
借
覧
し
た
の
は
、
明

和
五
年
の
三
月
以
降
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
「
雑
考
」
は
明
和
四
年
ご
ろ
ま
で
に
脱
稿
し
て
い
た
と
い
う

の
が
、
や
は
り
通
説
で
あ
る
。
つ
ま
り
現
在
の
通
説
に
従
う
な
ら
ば
、
「
雑

考
」
は
真
淵
の
古
事
記
研
究
と
は
殆
ん
ど
無
関
係
に
成
立
し
た
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
　
　
す
く
な
く
と
も
ま
と
ま
っ
た
形
で
真
淵
の
研
究
成
果
を
参
照

す
る
こ
と
な
し
に
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
　
　
、
本
稿
で
問
題
と
し

て
い
る
い
く
つ
か
の
助
字
の
訓
、
乃
と
即
を
ヤ
ガ
テ
、
及
を
ト
・
モ
、
各
を

カ
タ
ミ
ニ
と
す
る
ご
と
き
も
の
を
真
淵
と
宣
長
は
互
い
に
無
関
係
に
案
出
し

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
反
対
に
、
「
雑
考
」
と
仮
名
書
古
事
記
等
の
関
係

を
認
め
る
な
ら
ば
先
に
示
し
た
二
つ
の
通
説
の
い
ず
れ
か
を
否
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
真
淵
か
ら
仮
名
書
古
事
記
な
ど
を
借
覧
し
え
た
年
時
に
関
し
て
私
は
考
え

る
材
料
を
持
ち
合
せ
て
い
な
い
の
で
、
さ
し
あ
た
っ
て
通
説
に
し
た
が
っ
て

い
る
の
だ
が
、
「
雑
考
」
の
成
立
を
明
和
四
年
以
前
と
す
る
通
説
に
つ
い
て

は
、
そ
の
根
拠
、
き
わ
め
て
薄
弱
と
考
え
て
い
る
。
「
雑
考
」
を
収
め
る
宣

長
全
集
第
十
四
巻
の
解
題
は
二
頁
半
に
わ
た
っ
て
そ
の
成
立
時
期
を
考
証
す

る
が
、
実
質
的
に
は
「
定
家
仮
名
遣
の
慣
習
の
跡
を
全
体
に
わ
た
っ
て
と
ど

め
て
い
る
」
一
点
が
「
本
書
が
既
に
明
和
四
年
ご
ろ
に
は
脱
稿
し
て
い
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

（
全
集
一
四
巻
一
一
頁
）
と
す
る
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
宣
長
の
歌
稿
で
あ

る
「
石
上
稿
」
は
「
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
ま
で
は
、
古
風
の
歌
以
外
は

長
年
親
し
ん
で
き
た
定
家
仮
名
遣
の
習
慣
に
拠
っ
て
い
た
が
、
同
五
年
に
は

ほ
ぼ
確
実
に
歴
史
的
仮
名
遣
に
改
ま
っ
て
い
る
」
（
全
集
十
五
巻
二
七
頁
）

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
全
集
の
解
題
者
で
あ
る
大
久
保
正
氏
は

「
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
以
後
は
、
ほ
ぼ
確
実
に
定
家
仮
名
遣
の
旧
習
を

脱
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
書
は
、
そ
の
仮
名
遣
の
混
用
の
程
度

か
ら
推
す
と
、
明
和
四
年
ま
で
に
は
、
既
に
加
筆
訂
正
の
部
分
を
含
め
て
脱

稿
し
て
い
た
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
全
集
一
四
巻
一
〇
頁
）

と
す
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
一
方
で
明
和
五
年
戊
子
三
月
と
、
や
は
り
大
久

保
氏
が
推
定
す
る
「
文
選
五
マ
テ
読
了
ル
、
子
ノ
三
月
廿
七
日
」
と
い
う
日

付
を
有
す
る
宣
長
の
随
筆
第
一
巻
「
松
乃
落
葉
」
は
、
「
定
家
仮
名
遣
の
慣

用
を
残
し
て
い
る
」
（
全
集
コ
ニ
巻
一
四
頁
）
こ
と
が
み
と
め
ら
れ
る
。
「
三

月
廿
七
日
前
の
日
付
に
終
る
文
選
か
ら
の
摘
記
の
直
前
、
全
集
の
付
し
た
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
カ

号
で
〔
八
一
〕
に
「
ソ
ノ
ユ
ヘ
ハ
」
（
傍
点
千
葉
）
な
ど
と
い
う
仮
名
遣
の

あ
る
の
を
見
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
明
和
五
年
の
三
月
ご
ろ
ま
で
は
「
長
年
親

し
ん
で
き
た
定
家
仮
名
遣
の
習
慣
に
拠
っ
て
い
た
」
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ

る
。
定
家
仮
名
遣
の
跡
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
「
雑
考
」
が
明
和

四
年
ま
で
に
成
立
し
た
論
拠
と
す
る
の
は
き
わ
め
て
危
険
で
あ
る
と
言
う
ほ

か
は
な
い
。

　
だ
が
今
の
私
に
と
っ
て
「
雑
考
」
の
成
立
や
、
真
淵
か
ら
の
資
料
借
覧
の
、
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『古事記雑考』訓例の根拠

年
時
そ
の
も
の
は
直
接
の
問
題
で
は
な
い
。
「
雑
考
」
が
仮
名
書
古
事
記
等

と
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
、
こ
れ
が
私
の
問
題
で
あ
る
。
常
識
的
に
考
え
て

宣
長
と
真
淵
が
独
立
し
て
万
葉
集
や
日
本
書
紀
に
例
の
な
い
訓
を
五
つ
、
同

じ
よ
う
に
案
出
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
そ
う
も
な
い
が
、
も
う
す
こ
し
、

そ
の
推
定
の
傍
証
と
な
り
そ
う
な
事
柄
を
つ
け
く
わ
え
る
。

　
「
雑
考
」
の
中
に
は
何
箇
所
か
古
事
記
の
本
文
を
引
用
す
る
。
そ
の
中
に

先
行
す
る
刊
本
で
あ
る
寛
永
本
や
延
佳
本
と
は
一
致
せ
ず
、
仮
名
書
古
事
記

あ
る
い
は
書
入
本
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
存
在
す
る
。
以
下
、
四
例
ば
か
り

記
の
本
文
を
記
伝
に
よ
っ
て
掲
げ
、
寛
永
本
（
寛
）
、
延
佳
本
（
延
）
、
書
入

本
（
書
）
、
仮
名
書
古
事
記
（
仮
）
、
「
雑
考
」
（
雑
）
の
対
応
す
る
部
分
を
示

す
。
記
伝
に
つ
い
て
は
、
巻
数
と
丁
数
を
は
じ
め
に
、
次
に
宣
長
全
集
の
巻

数
と
頁
数
を
カ
ッ
コ
内
に
示
す
。
寛
永
本
と
野
瀬
本
は
諸
本
集
成
古
事
記
の

巻
名
と
頁
数
を
カ
ッ
コ
内
に
示
す
。
書
入
本
と
仮
名
書
古
事
記
に
つ
い
て
は

真
淵
全
集
の
巻
数
と
頁
数
を
、
「
雑
考
」
は
宣
長
全
集
に
お
け
る
巻
数
と
工

数
を
、
そ
れ
ぞ
れ
カ
ッ
コ
内
に
示
す
。

ア
ガ
ウ
メ
リ
シ
ミ
コ

吾
所
生
之
子
（
四
⊥
二
七
　
九
－
一
八
○
）

　
ア
カ
　
　
　
ノ

　
吾
所
レ
生
之
子
（
寛
　
上
六
八
）

　
　
ガ
　
　
　
　
　
　
ル
　
　
　
　
　
コ
ハ

　
吾
所
レ
生
之
［
子
（
延
　
上
六
八
）

　
ア
カ
ウ
メ
　
ル
　
む
　
　
　
ハ

　
吾
所
生
之
子
　
（
書
　
二
六
1
＝
二
）

　
あ
か
う
め
る
子
は
（
仮
　
一
七
－
七
三
）

　
ア
ガ
ウ
メ
ル
む
ミ
コ

　
吾
所
生
之
子
、
（
雑
　
一
四
－
三
六
）

ナ
リ
マ
セ
ル
カ
ミ
ナ
リ

所
成
之
神
者
也
。
（
六
1
五
五
　
九
－
二
七
一
）

　
　
　
　
ナ
ル
　
　
モ
ノ
ナ
リ

　
所
レ
成
神
隠
者
也
（
寛
　
上
一
六
六
）

　
　
ノ
　
　
レ
ル
　
　
ト
イ
フ

　
所
成
婚
之
者
也
。
（
延
上
工
ハ
六
）

　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瓢
薗
趣
。
（
書
二
六
⊥
天
）

　
な
れ
る
神
也
、
（
仮
　
一
七
－
八
○
）

　
ナ
リ
マ
セ
ル
カ
ミ
　
　
ナ
　
リ

　
所
志
神
立
者
也
、
（
雑
　
一
四
－
三
六
）

コ
ロ
サ
ム
ト
シ
タ
マ
フ
ト
キ
ニ

将
殺
時
。
（
一
四
－
二
一
一
〇
1
一
〇
三
）

　
　
　
ト
キ
ニ

　
将
レ
殺
時
（
寛
　
上
五
〇
三
）

　
　
ニ
　
　
　
ン
ト

　
将
レ
金
時
。
（
延
応
五
〇
三
）

　
ス
ル
ノ

　
コ
ロ
サ
ン
ト
ス
ル
ト
キ

　
将
レ
殺
時
、
（
書
　
二
六
一
七
九
）

　
こ
ろ
さ
ん
と
す
る
時
、
（
仮
　
一
七
－
一
〇
六
）

　
ン
ト
ス
ル
コ
ロ
サ
ト
キ
ニ

　
将
レ
旧
時
、
（
雑
　
一
四
－
四
＝

マ
チ
セ
メ
ム
ト
シ
テ

将
為
待
攻
而
（
一
九
－
二
　
一
〇
一
三
六
七
）

　
タ
メ
ニ
　
マ
チ
セ
メ
テ

　
思
為
待
攻
而
（
寛
　
中
四
四
）

　
　
ニ
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
ン
ト

　
将
為
二
待
－
攻
而
（
延
中
四
四
）

　
ト
シ
テ
マ
チ
セ
メ

　
将
為
待
攻
而
（
書
　
二
六
1
一
＝
）

　
ン
ト
　
シ
マ
チ
　
セ
メ
　
　
テ

　
将
コ
為
待
－
攻
一
而
、
（
雑
　
一
四
－
四
〇
）

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
も
の
も
真
淵
な
く
し
て
あ
り
え
な
い
と
い
う
も
の
で

は
な
い
。
宣
長
と
真
淵
と
が
同
じ
筋
道
で
考
え
た
と
す
る
と
互
い
に
無
関
係

に
同
じ
よ
う
に
企
む
こ
と
は
あ
り
う
る
。
私
の
見
出
し
得
た
も
の
は
零
細
な

断
片
に
す
ぎ
な
い
。
二
人
の
訓
が
酷
似
し
て
い
る
と
し
て
も
私
の
推
論
は
確
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千葉真也
か
ら
し
さ
の
域
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
最
後
に
も
う
一
つ
、
こ
れ
も

私
に
は
無
関
係
と
は
思
え
ぬ
二
つ
の
文
章
を
引
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
序
は
恐
ら
く
は
奈
良
朝
の
人
之
追
て
書
し
物
か
と
お
ほ
ゆ
、
序
中
に
み

　
　
こ
と
Σ
い
ふ
に
尊
の
字
有
、
尊
は
至
貴
を
い
ふ
と
日
本
紀
に
し
る
し
、

　
　
古
事
記
は
三
五
字
の
み
也
、
（
中
略
）
落
日
本
紀
も
推
古
天
皇
紀
以
下

　
　
は
文
体
ま
ち
く
也
、
事
実
の
相
違
も
有
之
は
、
是
も
推
古
以
後
は
奈

　
　
良
朝
に
て
加
へ
し
も
の
と
見
ゆ
、
其
比
古
事
記
の
序
も
作
り
し
か
、
こ

　
　
れ
ら
の
事
、
後
来
よ
く
考
給
へ
、
（
校
本
加
茂
真
淵
全
集
思
想
篇
　
下

　
　
＝
二
四
四
頁
）

明
和
五
年
三
月
十
三
日
付
と
考
証
さ
れ
て
い
る
、
賀
茂
真
淵
か
ら
宣
長
に
あ

て
た
書
簡
の
一
節
、
引
用
部
に
先
立
っ
て
「
副
島
長
民
と
い
ふ
人
、
其
訓
を

の
み
記
置
侯
」
古
事
記
、
す
な
わ
ち
仮
名
書
古
事
記
を
宣
長
の
も
と
へ
「
此

度
遣
候
」
む
ね
が
記
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、
「
雑
考
」
の
二
、
古
事

記
序
文
の
注
、
「
日
子
日
限
建
鵜
草
葺
不
合
尊
」
と
い
う
表
記
に
関
し
て
述

べ
た
部
分
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　

ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
キ
ヲ
　
　
フ
　
　
ト

　
　
美
許
登
二
尊
字
ヲ
書
事
、
書
紀
二
面
－
尊
　
日
レ
尊
云
々
ト
註
ア
レ

　
　
ミ
　
　
コ
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ホ

　
　
ハ
、
カ
ノ
撰
者
ノ
始
テ
カ
キ
出
サ
レ
タ
リ
ト
思
シ
キ
ニ
、
コ
x
ニ
モ
書

　
　
ル
ハ
、
ソ
ノ
コ
ロ
ハ
ヤ
ク
世
上
カ
キ
ア
ヘ
ル
事
力
、
ナ
ホ
疑
ハ
シ
、
（
中

　
　
略
）
尊
字
二
目
ナ
レ
タ
ル
後
人
ノ
フ
ト
書
誤
レ
ル
カ
、
ハ
タ
サ
カ
シ

　
　
ラ
ニ
改
メ
タ
ル
ニ
テ
モ
ア
リ
ナ
ン
、
サ
レ
ト
野
司
諸
本
ト
モ
ニ
尊
ト
ア

　
　
リ
、
コ
ノ
字
胆
嚢
リ
テ
、
此
序
ヲ
ス
ヘ
テ
後
人
ノ
偽
作
カ
ト
云
フ
人
ア

　
　
レ
ト
、
ヨ
ク
味
ヒ
ミ
ル
ニ
、
安
万
侶
ノ
ミ
ツ
カ
ラ
カ
ケ
ル
序
ニ
ウ
早
送

　
　
ヒ
ナ
シ
、
（
全
集
一
四
－
八
五
）

「
コ
ノ
字
並
ヨ
リ
テ
、
重
宝
ヲ
ス
ヘ
テ
後
人
ノ
偽
作
カ
ト
云
フ
人
」
と
は
「
序

は
恐
ら
く
は
奈
良
朝
の
人
遣
追
て
書
し
物
か
と
お
ほ
ゆ
」
と
宣
長
に
述
べ
た

真
淵
の
こ
と
と
考
え
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
宣
長
の
古
事
記
研
究
を
助

字
の
訓
と
い
う
管
を
通
し
て
の
ぞ
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
古
事
記
の
本
文
を
熟

視
し
、
万
葉
集
や
日
本
書
紀
の
訓
に
充
分
な
配
慮
を
怠
ら
ず
、
先
達
た
る
真

淵
の
成
果
を
消
化
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
が
ら
古
事
記
研
究
に
着
手
し
た
宣

長
の
姿
が
見
え
た
と
い
う
、
ま
っ
た
く
平
凡
な
結
論
に
達
し
た
の
が
今
回
の

私
の
報
告
で
あ
る
。

注

（
1
）
　
宣
長
全
集
九
、
五
二
二
頁
～
五
二
三
頁
（
古
事
記
伝
補
注
）
。

（
2
）
　
宣
長
全
集
九
、
四
一
頁
。

（
3
）
　
宣
長
全
集
九
、
四
四
頁
。

（
4
）
　
宣
長
全
集
一
四
、
三
五
頁
。

（
5
）
　
注
（
4
）
に
同
じ
。

（
6
）
　
宣
長
全
集
一
四
、
四
〇
頁
。

（
7
）
　
宣
長
全
集
一
四
、
四
五
頁
。

（
8
）
　
宣
長
全
集
九
、
三
一
頁
。

（
9
）
　
真
淵
全
集
一
七
、
一
二
一
二
頁
～
一
二
五
頁
（
仮
名
書
古
事
記
解
説
）
。

（
1
0
）
　
記
伝
一
八
巻
以
後
、
す
な
わ
ち
古
事
記
の
中
巻
と
下
巻
に
相
当
す
る
部
分

　
に
引
か
れ
た
「
師
説
」
は
、
真
淵
か
ら
借
覧
し
た
書
入
本
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
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い
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
に
述
べ
た
ご
と
く
、
そ
れ
は
多
和
文
庫
所
蔵
の
寛
永

　
版
本
へ
の
書
入
本
と
、
か
な
り
似
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
古

　
事
記
寛
永
本
に
は
中
巻
の
崇
神
天
皇
の
く
だ
り
で
一
箇
所
、
大
量
の
脱
文
が
あ

　
る
。
（
諸
本
集
成
古
事
記
で
中
巻
の
二
二
「
頁
か
ら
二
四
「
頁
ま
で
。
古
典
文

　
学
大
系
「
古
事
記
　
祝
詞
」
で
一
八
○
頁
八
行
目
か
ら
一
八
四
頁
三
行
目
ま
で
。

　
記
伝
で
は
二
三
ノ
四
二
か
ら
二
三
ノ
七
〇
あ
た
り
ま
で
。
）
真
淵
も
そ
の
こ
と

　
に
気
づ
い
て
い
て
当
核
箇
所
（
真
淵
全
集
二
六
、
＝
二
八
頁
）
に
「
此
間
数
行

　
脱
」
と
い
う
書
き
込
み
を
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
記
伝
の
そ
の
部
分
に
一
三
箇

　
所
ほ
ど
師
説
に
対
す
る
言
及
が
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
宣
長
の
借
覧
し
た
本
は
、

　
寛
永
本
へ
の
書
入
本
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
1
1
）
　
大
久
保
氏
の
論
拠
は
そ
れ
以
外
に
古
事
記
伝
の
起
稿
を
明
和
元
年
と
す
る

　
と
こ
ろ
に
あ
る
ら
し
い
が
（
氏
の
議
論
は
古
事
記
伝
の
起
稿
と
古
事
記
研
究
へ

　
の
着
手
を
混
同
し
て
い
る
よ
う
な
お
も
む
き
が
あ
っ
て
、
は
な
は
だ
分
り
に
く

　
い
）
、
こ
の
明
和
元
年
起
稿
説
を
は
じ
め
と
す
る
記
伝
成
立
に
関
す
る
通
説
が

　
き
わ
め
て
疑
わ
し
い
こ
と
は
既
に
岩
田
隆
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
鈴

　
屋
学
会
報
第
六
号
所
収
　
　
『
古
事
記
伝
』
の
起
稿
と
稿
本
に
関
す
る
一
臆
説
）

203

　
宣
長
の
著
作
に
つ
い
て
は
筑
摩
書
房
版
の
本
居
宣
長
全
集
に
、
真
淵
の
著
作

に
つ
い
て
は
続
群
書
類
従
完
成
会
版
の
賀
茂
真
淵
全
集
に
よ
る
の
を
原
則
と
し

た
。
「
雑
考
」
は
全
集
の
凡
例
に
従
っ
て
、
宣
長
に
よ
り
加
筆
訂
正
を
ほ
ど
こ

さ
れ
た
形
で
示
し
た
。
な
お
本
稿
の
骨
子
は
平
成
元
年
の
近
世
文
学
会
春
季
大

会
で
「
記
伝
訓
法
の
根
拠
」
と
し
て
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
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